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報 道 機 関  各位 

■ ポイント 

富山大学医学薬学教育部生命・臨床医学専攻博士課程の井上真理子らのグループは、「子

どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」のデータを用いて、妊娠期のお母さ

んの魚の摂取量と、生まれたお子さんの３歳時点における発達の遅れとの関連を調べまし

た。その結果、妊娠期のお母さんの魚の摂取量が多いと、多くの領域において発達の遅れが

少なくなることがわかりました。これは生後６カ月・１歳時点のデータを用いて行った過去

の我々の調査結果と一致する結果であり、妊娠期の魚摂取の重要性を明らかにしました。こ

の研究は、約９万人の妊婦を対象にした大規模調査による結果です。 

  

・この研究成果は公衆衛生学研究の国際専門誌「Frontiers in Public Health」に 2024 年

1 月 24 日に掲載されました。 

・https://doi.org/10.3389/fpubh.2023.1267088 

 

本研究は環境省の子どもの健康と環境に関する全国調査に係る予算を使用し行いました。 

論文に示した見解は著者自らのものであり、環境省の見解ではありません。  

妊娠中の魚摂取と生まれた子の神経発達の関係  

(エコチル調査より) 



■ 研究の内容 

魚には、エイコサペンタエン酸（EPA）やドコサヘキサエン酸（DHA）として知られる「n-

3 系多価不飽和脂肪酸（n-3 PUFA※１）」が多く含まれています。n-3 PUFA 系多価不飽和脂肪

酸は、脳や神経を形成するための必須の栄養素であり、胎児・幼児期から老年期まで脳機能

の維持に重要です。そのメカニズムについても動物実験により明らかになりつつあります。 

 

これまで、妊娠中に魚を摂取すると、生まれてきたお子さんの神経発達に対して好影響が

あることが、いくつかの研究から報告されてきました。しかし一方で、妊娠中のお母さんの

魚の摂取とお子さんの神経発達には関連がないとする研究結果もあり、一致した見解が得

られていないのが現状です。以前、我々のチームでは、妊娠中に魚を多く摂取したお母さん

から生まれてきた子どもは、生後６カ月時点と１歳時点において、指先でものをつかむなど

の「微細運動」領域と、手順を考えて行動するなどの「問題解決」領域において、発達の遅

れが少なくなることを報告しました（Hamazaki et al., The American Journal of Clinical 

Nutrition, 2020, 112(5): 1295-1303）。しかし、１歳以降の関連については明らかにされ

ていません。 

 

子どもの発達の遅れは、３歳頃で顕著になると言われています。この年齢から、幼稚園な

どにおける社会生活も増えるため、日本では、３歳児健診で発達の遅れに関するスクリーニ

ング検査が行われます。そこで、今回「子どもの健康と環境に関する全国調査(エコチル調

査)」に参加する約 10 万人の内、有効なデータが得られた約９万人のお母さんの妊娠中の魚

の摂取量と、生まれてきたお子さんの３歳時点の神経発達の関連を調べました。 

 

妊娠中のお母さんの魚介類摂取量の評価には、食物摂取頻度調査票（Food Frequency 

Questionnaire：FFQ)を用いました。この FFQ では、約 170 食品群のリストの中に 21 種類の

魚介類が含まれており、21 種の魚介類のそれぞれの平均摂取頻度と１食あたりの平均摂取

量の掛け合わせから、習慣的な魚介類摂取量を算出し、妊娠中のお母さんの魚の摂取量の少

ない順に５つのグループ（最も多い群を「５（多い）」）に分けました。また、お子さんの神

経発達の評価には、保護者が記入する発達評価ツールの Ages and Stages Questionnaires®, 

Third Edition(ASQ-3) ※２を用いました。ASQ-3 は、「コミュニケーション」、「粗大運動」、

「微細運動」、「問題解決」、「個人・社会」の５つの領域を数値化して評価することができま

す。この研究では、５つの領域ごとに点数を集計し、それぞれの領域についてカットオフ値

未満であれば、神経発達が遅めになると評価することとしました。 

 

お母さんの魚の摂取量が最も少ない群を基準（1.0）にして、魚の摂取量とお子さんの神

経発達が遅めの発生率を比較した結果、妊娠中の魚の摂取量が多い群では、特に「微細運動」、

「問題解決」「個人・社会」の３つの領域において、神経発達が遅めになる子どもの割合が

少なくなるという関連が見られました。一方、「粗大運動」の領域では、お母さんの魚の摂

取量とお子さんの神経発達の遅れとの関連は見られませんでした。 

  



１）３歳時点でのコミュニケーション 

 魚の摂取量が、２番目に多い群と最も多い群で発達が遅めになるオッズ比※３が低下し

ました。 

 

 

 

２）３歳時点での微細運動 

 魚の摂取量が、３番目に多い群と最も多い群で発達が遅めになるオッズ比が低下しま

した。また、トレンド検定※４でも有意な関連が見られました。 

 

  



３）３歳時点での問題解決 

 魚の摂取量が、２番目に多い群から最も多い群全てにおいて発達が遅めになるオッズ

比が低下しました。また、トレンド検定でも有意な関連が見られました。 

 

４）３歳時点での個人・社会 

 魚介類摂取量が、２番目、４番目、最も多い群において発達が遅めになるオッズ比が低

下しました。また、トレンド検定でも有意な関連が見られました。 

 

※ 赤丸 → 統計的有意差あり(p<0.05) 

上記のグラフに示した解析は、以下の 14 の因子で補正した結果です。母親の年齢、出産歴、

出産前 BMI、教育歴、世帯収入、婚姻状況、アルコール摂取状況、喫煙状況、身体活動強度、

就労の有無、妊娠中の EPA・DHA サプリメント使用の有無、心理的苦痛、児の性別、先天異

常の有無 



 以上の結果は我々のグループが示した６カ月、１歳時点の結果とも一貫した傾向を示し

ました。従って、妊娠中の魚の摂取は生まれた子の発達に良い影響を与える可能性があるの

かもしれません。 

 

しかし今回の研究は、自分が回答する質問票を用いた観察研究であり、妊娠中の食事を

第三者がコントロールするような試験は行っておりません。そのため本当に良い影響があ

るかを明らかにするためには、今後魚の摂取量をコントロールするような別の研究を行う

必要性があります。従って、魚あるいは n-3 PUFA 系多価不飽和脂肪酸を摂っているからと

いって発達が遅くなりにくいと結論づけることはできないということをご留意ください。

また、子ども自身の魚介類の摂取量については調べていないことなどの限界も挙げられま

す。 

 

また魚介類の種類によっては、水銀や残留性有機化合物を体内に多く蓄積するものもい

ます。詳しくは厚生労働省のリーフレット「これからママになるあなたへ」を参照してくだ

さい。 

  



 

 

 

 

n-3 系多価不飽和脂肪酸は、DHA（ドコサヘキサン酸）や EPA(エイコサペンタ

エン酸)などで知られ、魚由来の代表的な脂肪酸です。血液をサラサラにし、炎症

抑制作用など、脳や神経発達以外にも良い効果をもたらすと言われています。 

 

 

 

ASQ-3（Ages and Stages Questionnaires, Third Edition）とは、年齢に応じ

た質問項目に、保護者の方がお子さんを観察して回答する質問票です。ASQ-3 は、

「自分の名前を答えることができる」や「言葉を使って簡単な指示を出すことが

できる」などのコミュニケーション領域、「ボールを蹴ることができる」や「ジャ

ンプすることができる」などの粗大運動領域、「ハサミを使って紙を切ることがで

きる」や「鉛筆やクレヨンを適切に使うことができる」などの微細運動領域、「数

字を暗唱する」や「ブロックを並べることができる」などの問題解決領域、「自分

で着替えることができる」や「おもちゃで遊ぶことができる」などの個人-社会領

域の５つの側面があります。 

 

 

 

オッズ比とは、ある事象の起こりやすさを２つの群で比較して示す統計学的な

尺度です。ある事象が起こる確率（人数）を、その事象が起こらない確率（人数）

で割って算出します。起こる確率と起こらない確率が同じときにオッズの値は１

となり、１よりも大きいと事象が起こりやすい、小さいと起こりにくいことを表

します。 

本研究では、魚を食べる量が最も少ない（図の「１(少ない)」）グループのオッ

ズを基準とすると、ほかのグループでは「発達が遅め」の子どもの出現しやすさ

が「何倍(いくつ)」になるかを示すために使っています。各グループグラフ上に

示された値(=オッズ比)が、１より大きいと起こりやすい、２より小さいと起こり

にくいと言えます。 

 

 
 
トレンド（傾向）検定とは、各グループを個別に調べるのではなく、調査対象

となった集団全体の増加傾向、減少傾向を調べる統計的手法です。 

  

※1 n-3 系多価不飽和脂肪酸 

※2 ASQ-3 質問票 

※4 トレンド検定 

※3 オッズ⽐ 



【「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」とは】 

子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から小児期に

かけての化学物質ばく露が子どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22（2010）

年度から全国で約 10 万組の親子を対象として環境省が開始した、大規模かつ長期にわたる

出生コホート調査です。臍帯血、血液、尿、母乳、乳歯等の生体試料を採取し保存・分析す

るとともに、追跡調査を行い、子どもの健康と化学物質等の環境要因との関係を明らかにし

ています。 

エコチル調査は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを、国立成育医療

研究センターに医学的支援のためのメディカルサポートセンターを、また、日本の各地域で

調査を行うために公募で選定された 15 の大学等に地域の調査の拠点となるユニットセンタ

ーを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

 

●  環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」WEB サイト 

https://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html 

●  富山大学 エコチル調査 WEB サイト 

http://www.med.u-toyama.ac.jp/eco-tuc/ 
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